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長島市議（左）、三母市議（右）にご協力いただきました

寄せられた相談に真剣に対応しました

女性委員からもご協力いただきました
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ホームページ
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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

6月の主な活動
	 6日	 第3回地協代表者会議
	 	 第5回女性委員会
	 8日	 �第3回ジェンダー平等

推進委員会
	9、10日
	 	 �連合全国一斉集中労働

相談ホットライン
	10日	 �北陸ブロック　　　　

　最賃担当者会議
	12日	 �北陸ブロック　　　　

　政策担当者会議
	17日	 第8回四役会議
	23日	 第8回執行委員会
	24日	 �北陸ブロック・オルガ

ナイザー研修会
	26日	 �ジェンダー平等委員会

労働局申し入れ
	29日	 第78回地方委員会

トップリーダーによる「ジェンダー平等推進宣言」

ジェンダー平等推進計画を前進させよう
連合新潟 会長　　

小 林　俊 夫
　ジェンダー平等は、誰もが性別や国籍、障がいの有
無、就労形態などに関わらず個性と能力を発揮し、安心
して働き、暮らせる社会の実現につながる重要な課題で
す。都道府県版ジェンダー・ギャップ指数（2026年版）
をみると、新潟県は共働き家庭の家事・育児などに使用
する時間の男女間格差は全国で最も小さいという強みを
もっていますが、働く現場にジェンダー・バイアス、固
定的な役割分担など、アンコンシャス・バイアス（無意
識の偏見）はありませんか？　私たち連合新潟は、多様
性を尊重し、互いを認め合う職場づくりを進めること
で、すべての人が希望を持って働き続けられる社会をめ
ざします。男女平等月間（６月）を契機に、一人ひとり
が理解を深め、行動につなげていきましょう。

　

毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る

「
男
女
平
等
月
間
」
の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、
６
月
９
日

と
10
日
の
２
日
間
、「
連
合
全

国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
を
開
催
し
、
電
話
や

メ
ー
ル
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
よ

る
労
働
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
前
の
周
知
活
動
と
し
て
、

各
地
域
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、

５
月
11
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で

の
間
、
新
潟
県
内
を
街
宣
車
で

回
り
、
周
知
街
宣
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

５
月
19
日
に
は
、
連
合
本
部

が
主
催
す
る
、「
全
国
一
斉
集

中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
事

前
学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
、
連

合
新
潟
か
ら
６
名

（
う
ち
女
性
委
員

会
か
ら
２
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、

「
働
く
女
性
の
た

め
の
労
働
相
談
対

応
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
労
働

相
談
の
基
本
を
は

じ
め
、
直
近
の
法

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
、
労
働
相

談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
当
日
に
向
け

て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
習
会
後
半
の
情
報
共
有
会

で
は
、
月
例
の
労
働
相
談
件
数

な
ど
の
共
有
の
ほ
か
、
実
際
の

相
談
事
例
を
も
と
に
参
加
者
各

自
の
考
え
を
発
信
し
、
全
体
で

共
有
す
る
な
ど
、
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
当
日
の
対
応
を
想

定
し
た
学
習
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

労
働
相
談
の
当
日
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会
と
女

　

６
月
８
日
、
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
で
第
３
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

連
合
で
は
、
６
月
を
男
女
平

等
月
間
に
設
定
し
て
お
り
、
男

女
平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
の
推
進
に
向
け
て
、
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
連
合
新

潟
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員

「
男
女
平
等
に
関
す
る
要
請
」に
向
け
、

�

要
請
書
の
内
容
を
確
認

第
３
回
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
委
員
会

性
委
員
会
か
ら
、
相
談
員
と
し

て
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

２
日
間
対
応
し
ま
し
た
。
相
談

内
容
は
、
職
場
で
の
人
間
関
係

や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
の
悩
み
な

ど
が
あ
り
、
相
談
員
か
ら
解
決

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

連
合
と
連
合
新
潟
で
は
、
６

月
の
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

に
限
ら
ず
、
年
間
を
通
し
て
、

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
労
働
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
秘
密

厳
守
・
相
談
無
料
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
周
り
に
お
困
り
の
方

が
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。

「
ゆ
に
ボ
」
を

　
　

活
用
し
よ
う

　

連
合
が
提
供
す
る
労
働
相
談

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
（
自
動

会
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
）「
ゆ
に
ボ
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

24
時
間
３
６
５
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
労
働
相
談
を
受
け
る
自

６月は連合 「男女平等月間」 　� 　
「連合全国一斉集中労働相談ホットライン」を開催
　（６月９日～10日）�～仕事で悩むあなたを応援（サポート）します～

下
越
地
協
よ
り
街
宣
報
告

　

６
月
の
「
全
国
一
斉
集
中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
周
知
の
た
め
、
連
合
新
潟
の
街
宣
車

を
５
月
18
日
～
21
日
ま
で
下
越
地
協
が
担
当

し
、
東
港
工
業
地
帯
、
阿
賀
町
・
阿
賀
野
市
、

胎
内
市
・
村
上
市
方
面
を
、
期
間
内
に
回
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
新
潟
県
知
事
選
挙
期
間
中
で

も
あ
り
、
通
常
よ
り
若
干
急
ぎ
足
で
の
運
行
と

な
り
ま
し
た
が
、
新
発
田
コ
モ
タ
ウ
ン
で
停
止

街
頭
周
知
活
動
も
開
催
し
、
連
合
の
ア
ピ
ー
ル

会
と
女
性
委
員
会
で
は
、
合
同

で
新
潟
労
働
局
へ
「
男
女
平
等

に
関
す
る
要
請
」
を
毎
年
６
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

要
請
書
に
つ
い
て
は
、
性

別
・
年
齢
・
国
籍
・
障
が
い
の

有
無
・
就
労
形
態
な
ど
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
多
様
性
を
認

め
合
い
、
互
い
に
支
え
合
え
る

職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
観
点

か
ら
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
合
新
潟
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
計
画
フ
ェ
ー
ズ
２

の
達
成
に
向
け
て
、
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
宣
言
」
に
つ
い
て
、

連
合
新
潟
を
代
表
し
て
小
林
会

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
本
機
関
誌

に
掲
載
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

下
記
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

動
会
話
シ
ス
テ
ム
に
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
の

機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

働
く
う
え
で
の
お
悩
み
事
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
誰
で
も
、

お
気
軽
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ

か
ら
も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

の
で
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

（�

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
）

と
、
６
月
の
男
女
平
等
月
間
、「
全
国
一
斉
集

中
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
に
関
す
る
周
知

を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
連
合
新
潟
推
薦
新
発
田
市
議
会

議
員
の
三
母
市
議
と
長
島
市
議
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
周
知
街
宣
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
下
越
地
区
労
福
協
か
ら
も
お
手
伝

い
い
た
だ
き
、
労
働
相
談
窓
口
に
つ
い
て
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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新 潟 推 進 本 部
(新潟県総合生活協同組合)

連　　　合　　　新　　　潟

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

長岡戦災資料館（住所：長岡市坂之上町3丁目1番地20）

金内香さん（日教組）が新たに委員となりました

ご協力をお願いし
ま
す

2026年６月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第424号

　

気
づ
け
ば
６
月

に
入
り
、
早
い
も

の
で
１
年
の
折
り

返
し
を
迎
え
た
。

３
人
家
族
の
我
が

家
は
、
全
員
が
６

月
生
ま
れ
で
誕
生
日
月
間
で
あ

る
。
ち
ょ
う
ど
良
い
機
会
？
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
６
月
生

ま
れ
の
特
徴
を
調
べ
て
み
る
と

「
特
に
双
子
座
生
ま
れ
は
知
的

で
情
報
感
度
が
高
く
、
会
話
や

表
現
が
得
意
で
す
。
新
し
い
こ

と
に
興
味
を
持
ち
、
軽
や
か
な

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
挑
戦
を
続
け

ま
す
」
と
で
ま
し
た
。
ま
た
、

向
い
て
い
る
職
業
は
「
人
と
関

わ
る
仕
事
や
創
造
性
を
活
か
せ

る
職
業
に
向
い
て
い
ま
す
」
だ

そ
う
で
す
。
労
働
組
合
も
、
ま

さ
に
「
人
と
関
わ
る
仕
事
」
だ

と
勝
手
に
納
得
し
た
今
日
こ
の

頃
で
す
。�

大

■ 長岡戦災資料館リニューアルオープン
� ■■■  中越地協 発  ■■■

　「長岡まつり大花火大会」は、1945年８月１日の長岡空襲からの復興を祈
念して始まりました。この空襲を風化させることなく語り継ぎ、平和の尊さを
次世代に確実に伝えていくため、長岡市は市民と一緒に作り上げていく施設と
して、長岡戦災資料館をリニューアルオープンしました。連合中越地協も企画
運営検討委員会に参画して意見を届けてきました。資料館では空襲の資料を展
示するだけでなく、満州事変から始まる戦争への道、戦時下の暮らし、空襲、
復興そして恒久平和へ通ずる物語を多くの市民の「言葉」を紡ぐ形で展示して
います。１階は「祈りの間」。空襲
で犠牲となられた方々の遺影が展示
されています。２階は展示室。市民
ボランティアの皆さんが長年収集さ
れた資料をデジタル技術も使いなが
ら展示されています。特に「声の
森」必見です。当時の市民の声が森
のように展示されており、読むと涙
が止まりません。ぜひ、ご来場くだ
さい。入館料無料です。

私の地
まち

域からこんにちは！⑲

連合新潟  2026春季生活闘争 第6回集計結果（5月15日公表）

☆回答・妥結報告があった組合178組合（49,364名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2026額・率」と「2025額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答妥結集計 】

集計組合
2026 2025同時期 対　　　　比

加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率

計

～99 30 1,167 10,674 4.36 10,042 4.27 9,190 3.75 8,534 3.72 1,484 0.60 1,508 0.55 
100～299 41 5,695 12,219 4.28 12,499 4.43 11,983 4.48 11,464 4.28 236 -0.20 1,035 0.15 
300～999 32 10,936 14,664 4.83 14,123 4.81 13,003 4.40 12,378 4.30 1,661 0.43 1,745 0.50 
1000～ 13 21,313 15,796 4.96 16,963 5.03 15,940 5.17 15,662 4.97 -144 -0.21 1,300 0.07 
計 116 39,111 14,806 4.81 12,812 4.56 14,341 4.81 11,429 4.22 465 0.00 1,383 0.34 

【一時金：回答・妥結集計】
　回答・妥結報告があった組合は、年間53組合（15,599名）、夏季のみ18組合（3,929名）。
額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。
１．年間回答妥結集計結果

業種別
集計組合 2026 2025同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
額 集 計 32 6,740 1,371,248 1,202,469 1,339,801 1,185,011 31,447 17,459 
月数集計 44 14,546 4.44 4.14 4.41 4.24 0.03 -0.10 

２．夏季のみ回答妥結集計結果　※夏季のみ回妥、年間回妥含む

業種別
集計組合 2026 2025同時期 対　　　比

組合数 人員 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均
額 集 計 41 8,434 613,314 581,361 603,654 569,248 9,660 12,112 
月数集計 54 11,302 2.16 2.06 2.20 2.11 -0.04 -0.05 

調査実施中

2027年度
連合新潟加盟組合一覧表
を作成するための調査

※ 報告〆切　
８月７日（金）

連合新潟推薦候補者
選挙結果

新潟県知事選挙
（投開票日　５月31日）

	 土 田 竜 吾	 230,721票
当選（3）	花 角 英 世	 554,012票
	 安 中 　 聡	 43,089票

	 ※有権者数	 1,762,667人
	 　投票者数	 835,465人
	 　投 票 率	 47.40％

ご支援・ご協力に感謝いたします。
ご協力ありがとうございました。

第
３
回
労
働
条
件
委
員
会
を
開
催

       

春
季
生
活
闘
争
中
間
ま
と
め
を
論
議

　

６
月
３
日
、
新
潟
市
万
代
市

民
会
館
で
第
３
回
労
働
条
件
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
労
働
条
件
委
員
会
で

は
、
報
告
事
項
お
よ
び
今
後
連

合
新
潟
で
実
施
を
予
定
し
て
い

る
労
働
条
件
実
態
調
査
や
２
０

２
７
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動
に
つ

い
て
確
認
し
た
ほ
か
、
２
０
２

６
春
季
生
活
闘
争
中
間
ま
と
め

に
関
し
て
論
議
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
の
第
６
回
集
計

（
５
月
12
日
集
計
、
５
月
15
日

公
表
）
時
点
の
賃
上
げ
状
況
は
、

金
額
・
率
と
も
に
前
年
と
同
水

準
で
、
方
針
に
掲
げ
た
“
賃
上

げ
ノ
ル
ム
”
の
確
立
に
つ
な
が

る
結
果
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
要
求
提
出
報
告
の

あ
っ
た
加
盟
組
合
の
う
ち
約
２

割
程
度
の
組
合
が
協
議
・
交
渉

を
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
間
ま
と
め
の
論
議
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
、

今
後
の
支
援
の
あ
り
方
に
加
え
、

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
の
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
、
価
格
転

嫁
・
適
正
取
引
や
地
域
・
規
模

間
格
差
是
正
に
関
す
る
取
り
組

み
に
加
え
、
中
東
情
勢
な
ど
特

定
案
件
の
春
季
生
活
闘
争
へ
の

影
響
に
ふ
れ
つ
つ
と
り
ま
と
め

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
中

間
ま
と
め
は
、
今
後
、
機
関
会

議
で
の
審
議
を
経
て
第
78
回
地

方
委
員
会
で
確
認
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

新
潟
県
労
福
協
を
中
心
と
し

て
２
０
２
２
年
に
立
ち
上
げ
た

「
新
潟
県
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
６
月
９
日
で
解
散
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
新
潟
県
内
で
奨
学
金
事
業

を
行
う
団
体
と
奨
学
金
問
題
・

支
援
に
取
り
組
む
団
体
・
個
人

間
の
連
携
を
は
か
り
、
奨
学
金

問
題
の
周
知
と
若
者
の
学
び
と

成
長
を
社
会
全
体
で
支
え
る
一

助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
連
合
新
潟
も
こ
の
活
動

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
県
知
事
も
参

加
し
た
成
果
報
告
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
相
談
会

を
開
催
し
、
奨
学
金
問
題
の
啓

発
と
認
知
度
向
上
や
、
奨
学
金

支
給
団
体
と
の
関
係
づ
く
り
に

も
一
定
の
成
果
が
出
た
も
の
と

し
て
の
解
散
と
な
り
ま
す
。
奨

学
金
の
問
題
は
働
く
者
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
で
す
。
今
後
は

中
央
労
福
協
・
県
労
福
協
を
通

じ
て
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

連合新潟女性委員会
女性ミーティング

日時　７月25日（土）　11時～14時（予定）
会場　長岡市・ホテルニューオータニ長岡
内容　①講演
　　　　「働く職場における
� 女性の権利獲得の歴史」（仮題）
　　　②テーブルマナー講座

新潟県奨学金ネットワークが解散

地域の未来を担う子どもたちを支えて下さい
ろうきん福祉財団から寄付のお願い

　ろうきん福祉財団では、奨学金給付事業として、
経済的な事情により高等学校等への就学が困難な家
庭を支援するため、返還義務のない奨学金の給付を
実施しています。またこの事業をできる限り長く続
けるため、財団では、連合新潟が加盟する県労福協
の協力のもとで広く寄付を募っています。
　これからの地域社会を担う若者が、お金の心配を
せずに勉強や学校生活を有意義に過ごすことができ
るよう、皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

■ 寄付の問い合わせ先
 公益財団法人  新潟ろうきん福祉財団

　℡：025-288-5273　
　e-mail：info.zaidan＠niigata-rokin.or.jp


